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2016 年主要競技会短距離走種目における疾走動作の分析
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1. はじめに

　日本陸上競技連盟科学委員会の短距離班では，男

子 100m 走の最大疾走速度局面を中心に継続して疾

走動作の分析を行っている．それらに加え，本年は

五輪に 3 名の選手が出場した男子 200m 走や，近年

パフォーマンスレベル向上の著しい女子ジュニア選

手についても動作分析も行った．本稿では，これら

のデータの一部について示す．

2. 方法

2-1. 対象競技会および対象競技者

　表 1は分析対象選手および分析対象レースを示し

たものである．男子 200m については，第 100 回日

本陸上競技選手権大会の上位 3 名を分析対象とし

た．女子ジュニア選手については，第 69 回全国高

等学校対校陸上競技選手権大会（以下，インターハ

イ），第 32 回日本ジュニア陸上競技選手権大会，第

9 回日本ユース陸上競技選手権大会の入賞者の中で

分析が可能であった選手を分析対象とした．なお，

インターハイ決勝レースは，撮影画角内で対象選手

とフィールド内審判員とが重複し分析が不可能で

あったため，準決勝を分析対象とした．

2-2. レースの撮影および分析

　分析対象区間は，100m では，50-60m 付近，200m

では，コーナー出口付近（120m 付近）およびフィ

ニッシュ前（180m 付近）とした．ハイスピードカ

メラ（Exilim , EX-F1, CASIO, 299.7fps；Lumix, 

FZ200, Panasonic, 239.76fps) をホームストレー

トまたはバックストレートのスタンドに設置し，疾

走する競技者を撮影した．得られた映像を，動作分

析ソフト（FramDias Ⅳ , DKH）を用いて，疾走動作

の 1 サイクルについて身体分析点をデジタイズし

た．デジタイズによって得られた座標値を実長換算

し，各種の項目を算出した．

2-3. 算出項目

　福田ほか（2010），山元ほか（2015）を参考に，

以下の項目を算出した．

2-3-1　疾走速度，ストライド，ピッチ

　ストライドは，接地脚のつま先から次の接地脚の

つま先までの水平距離とし，2 歩（1 サイクル）の

平均値を算出した．ピッチは，1 サイクルに要した

時間から求めた．疾走速度は，ストライドとピッチ

の積とした．

2-3-2.　回復脚の動作

①もも上げ角度および速度：

　鉛直線と大腿部のなす角度および角速度の最大値

②引き付け角度および速度：

　膝関節の角度の最小値および屈曲角速度の最大値

③振り出し角度および速度：

大転子と外果を結んだ線分（以下，脚全体）と鉛

直線のなす角度の最大値および膝関節の最大伸展

速度

④振り戻し速度：脚全体の接地前の最大角速度

2-3-3　支持脚の動作

①股関節角度：

接地瞬時，離地瞬時の角度および支持期の角度変

位

②膝関節角度：

接地瞬時，離地瞬時の角度および支持期の角度変

位

③支持期の膝関節，股関節および脚全体の伸展角速

度
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3. 結果

　表 2 は，対象者の疾走速度，ストライドおよび

ピッチを示したものである．また図 1は，疾走速度

とストライドおよびピッチとの関係を示したもので

ある．

　表 3は，対象者の回復脚動作に関する項目を示し

たものである．また，図 2および図 3は疾走速度と

回復脚動作との関係について示したものである．

　表 4は，対象者の支持脚動作に関する項目を示し

たものである．また，図 4および図 5は，疾走速度

と支持期の股関節および膝関節角度との関係を示し

たものである．さらに，図 6は，疾走速度と支持脚

の股関節，膝関節および脚全体の最大伸展速度との

関係を示したものである．今後も，男女の様々なパ

フォーマンスレベルを対象に継続したデータの収集

と蓄積を行っていく予定である．
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図 1．疾走速度とピッチおよびストライドとの関係

表 2　疾走速度，ストライド，ピッチ

表 1 対象競技者および対象レース



－ 95 －

表 3 回復脚動作に関する項目

図 2．疾走速度と回復脚動作角度との関係

図 3．疾走速度と回復脚動作速度との関係



－ 96 －

表 4　支持脚動作に関する項目

図 4．疾走速度と支持脚股関節角度との関係

図 5．疾走速度と支持脚膝関節角度との関係
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図 6．疾走速度と支持脚股関節，膝関節の最大伸展速度および脚全体スイング速度との関係


